
岩
手
県
立
高
田
高
等
学
校

国
語
科

学
習
指
導
案

実
施
日

平
成
十
八
年
十
月
三
一
日
（
火
）

実
施
ク
ラ
ス

普
通
科

一
年
一
組

指
導
者

菅
野

幸
貴

科

目

名

国
語
総
合
（
現
代
文
）

指
導
領
域

「
読
む
こ
と
」

単

元

名

小
説
Ⅱ

教
科
書
名
・
教
材
名

探
求

国
語
総
合
（
桐
原
書
店

・

形
」

）

「

ア

文
章
の
内
容
を
叙
述
に
即
し
て
的
確
に
読
み
取
っ
た
り
、
必
要
に
応
じ
て
要
約
し
た
り
す
る
。

指

導

事

項

イ

文
章
を
読
ん
で
、
構
成
を
確
か
め
た
り
表
現
の
特
色
を
と
ら
え
た
り
す
る
。

ウ

文
章
に
描
か
れ
た
人
物
、
情
景
、
心
情
な
ど
を
表
現
に
即
し
て
読
み
味
わ
う
。

⑴

小
説
全
体
の
構
成
を
的
確
に
と
ら
え
る
と
と
も
に
、
主
人
公
の
人
間
像
や
心
理
の
変
化
を
表
現
に
即
し
て
読

み
味
わ
お
う
と
す
る

（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

。

単
元
の
目
標

⑵

「
私
」
が
「
私
」
で
あ
る
所
以
は
「
私
」
以
外
の
他
者
と
の
関
係
に
お
い
て
成
り
立
つ
と
い
う
作
品
の
主
題

を
理
解
し

「

私
』
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
深
め
る

（
読
む
能
力
）

、

『

。

⑶

漢
字
や
慣
用
句
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
語
彙
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、
表
現
の
工
夫
に
つ
い
て
理
解
す

る

（
知
識
・
理
解
）

。

⑴

他
の
生
徒
と
の
読
み
の
交
流
を
通
し
て
、
自
分
の
読
み
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
る

（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

。

⑵

小
説
の
主
人
公
の
人
間
像
や
心
理
、
情
景
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
に
即
し
て
読
み
味
わ
っ
て
い
る

（
読
む

。

評
価
の
観
点

能
力
）

と
評
価
規
準

⑶

小
説
の
描
こ
う
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
他
の
生
徒
と
の
意
見
交
流
な
ど
を
手
が
か
り
に
、
自
分
の
考
え
を

深
め
て
い
る

（
読
む
能
力
）

。

⑷

文
中
の
語
句
の
意
味
を
理
解
し
、
語
彙
を
豊
か
に
し
て
い
る

（
知
識
・
理
解
）

。

こ
れ
ま
で
一
・
二
期
に
お
い
て
、
随
想
、
小
説
、
評
論
、
詩
教
材
の
表
現
の
特
色
に
触
れ
て
き
た
。
特
に
小
説

年

間

指

導

計

に
お
い
て
は
、
一
期
で
小
説
Ⅰ
「
羅
生
門
」
を
学
習
し
、
小
説
の
構
造
・
展
開
・
主
題
の
把
握
な
ど
小
説
を
読
む

画

に

お

け

る

基
本
的
な
方
法
を
学
ん
で
内
容
を
理
解
し
、
人
間
の
心
理
に
対
す
る
考
え
を
深
め
た
。
本
単
元
で
は
時
代
小
説
と

位
置
づ
け

小
学
生
が
主
人
公
で
あ
る
現
代
小
説
を
読
む
こ
と
で

「
自
分
」
と
「
他
人
」
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
、

、

作
品
の
主
題
を
理
解
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

一
時
間
目
「
形
」
…
全
文
を
音
読
し
段
落
分
け
し
、
主
人
公
の
人
物
像
と
心
情
を
把
握
す
る

（
本
時
）

。

二
時
間
目
「
形
」
…
本
文
中
の
表
現
か
ら
、
登
場
人
物
の
行
動
と
心
理
を
押
さ
え
る
。

三
時
間
目
「
形
」
…
主
人
公
の
心
情
の
変
化
を
把
握
し
、
作
品
の
主
題
に
つ
い
て
考
え
る
。

単
元
の

四
時
間
目
「
海
の
方
の
子
」
…
全
文
を
音
読
し
、
全
体
の
展
開
や
構
成
を
理
解
す
る
。

指
導
計
画

五
時
間
目
「
海
の
方
の
子
」
…
主
人
公
「
私
」
の
人
物
像
と
「
私
」
の
他
者
へ
の
意
識
を
は
把
握
す
る
。

六
時
間
目
「
海
の
方
の
子
」
…
会
話
や
行
動
か
ら
登
場
人
物
の
心
理
を
読
み
と
る
。

七
時
間
目
「
海
の
方
の
子
」
…
主
人
公
「
私
」
の
自
意
識
の
変
化
を
と
ら
え
、
作
品
の
主
題
を
考
え
る
。

本
時
の
目
標

⑴

会
話
文
や
文
章
の
調
子
に
留
意
し
な
が
ら
音
読
し
、
全
体
の
構
成
を
捉
え
る
。

⑵

主
人
公
中
村
新
兵
衛
の
人
物
像
と
描
か
れ
方
の
特
徴
を
押
さ
え
る
。

学

習

活

動

過
程

指
導
内
容

ｐ
評
価
方
法

指

導

者

学

習

者

作
品
に
つ

「
形
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
か
ら

〈
外
見
・
外
面
〉
を
使
っ
た
言

入

い
て
の
興
味

外
見
・
外
面

に
つ
い
て
考
え

葉
を
想
起
し
発
言
し
な
が
ら
、
外

〈

〉

、

導

関
心
を
高
め

意
見
交
換
さ
せ
る
。

面
と
内
面
に
つ
い
て
問
題
意
識
を

る
。

持
つ
。

画計導

１
全
文
を
音

⑴
数
名
を
指
名
し

音
読
さ
せ
る

⑴
会
話
文
や
文
章
の
調
子
に
留
意

ア
作
品
全
体
の
流
れ
を
理
解

、

。

読
す
る
。

し
な
が
ら
読
む
。

し
、
全
体
を
四
段
落
に
分
け

指

る
こ
と
が
で
き
た
か

【
発

。

２
段
落
分
け

⑵
前
・
後
半
に
分
け
、
さ
ら
に
前

⑵
前
半
は
中
村
新
兵
衛
の
名
声
と

言

観
察
】

習

開

を
す
る
。

・
後
半
を
二
つ
ず
つ
に
分
け
、
全

若
い
士
の
や
り
と
り
、
後
半
は
翌

体
で
四
段
落
に
分
け
さ
せ
る
。

日
の
戦
場
の
場
面
で
あ
る
こ
と
を

イ
中
村
新
兵
衛
は
豪
傑
で
武

学

理
解
し
、
発
表
す
る
。

勇
に
優
れ
た
人
で
あ
り
、
戦

場
で
実
績
を
残
し
、
武
者
姿

の

３
主
人
公
の

⑶
第
一
段
落
を
黙
読
さ
せ
、
中
村

⑶
第
一
段
落
を
黙
読
し
、
本
文
中

が
派
手
で
あ
っ
た
こ
と
が
指

人
物
像
を
把

新
兵
衛
と
は
ど
う
い
う
人
物
か
、

か
ら
中
村
新
兵
衛
が
ど
の
よ
う
な

摘
で
き
た
か

【
発
言

観

。

時

展

握
す
る
。

敵
・
味
方
か
ら
ど
の
よ
う
に
見
ら

人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
抜

察
】

れ
て
い
た
の
か
を
確
認
さ
せ
る
。

き
出
し
、
発
表
す
る
。

本

ウ
敵
や
味
方
か
ら
見
た
姿
は

４
主
人
公
の

⑷
敵
・
味
方
か
ら
見
た
新
兵
衛
の

⑷
新
兵
衛
が
ど
の
よ
う
な
描
か
れ

「
猩
々
緋
」
や
「
唐
冠
」
の

描
か
れ
方
の

姿
が
新
兵
衛
本
人
で
は
な
く

「
猩

方
を
し
て
い
る
の
か
、
な
ぜ
そ
の

比
喩
表
現
で
語
ら
れ
て
い
る

、

特
徴
を
押
さ

々
緋
」
や
「
唐
冠
」
と
い
う
言
葉

よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
、
グ

こ
と
が

指
摘
で
き
る

【
発

。

え
る
。

に
す
り
替
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

ル
ー
プ
毎
に
話
し
合
い
、
発
表
す

言

観
察
】

気
付
か
せ
、
そ
の
理
由
を
考
え
さ

る
。

せ
る
。

め

第
一
段
落

本
時
の
内
容
を
確
認
さ
せ
、
次

本
時
の
内
容
を
確
認
し
、
次
の

と

の
内
容
を
再

時
の
予
告
を
す
る
。

時
間
に
行
う
こ
と
を
理
解
す
る
。

ま

確
認
す
る
。

主
人
公
の
人
物
像
と
描
か
れ
方
の
特
徴
を
理
解
す
る
。




